
「動く紙おもちゃ作り」の親子の共同作業の映像分析と行動のコード化 

～一連の作業プロセスのデータ処理～ 

Analysis of audio-visual record and coding of their behavior 

in "Movable Origami toy making" by the parent-child collaborative work. 
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 「動く紙おもちゃ作り」の一連の作業プロセスを分析するために，これまで研究されて

きた OSIA，坂元昻，小金井正巳などの行動カテゴリーを参考に提示（メディア）と親，

子どもの行動カテゴリーを作成し，それをもとに行動分析方法の検討を行なった． 

 また，映像データは，5 秒間隔で行動分析し，その間の行動および言語活動を用いて，

行動カテゴリーに基づいてコード化を行い，全体の活動原簿を作成した．これを用いて，

親子の相互関係の特性を調べる基礎データの処理方法の研究を行った． 

 

＜キーワード＞教育方法，行動分析，行動カテゴリー，映像分析，データ処理 

 

 

１．はじめに 

  

「動く紙おもちゃ作り」の活動では，教師

（水野政雄氏）の映像と親と子どもの作業の

相互関係の映像記録および観察者の言語を中

心にした記録を作成した．これらの映像およ

び観察者の言語記録をもとに，一連の映像を

調べ，行動カテゴリーを基本にして，各活動

（行動）をコード化する． 

 このために，撮影された映像を 5秒間隔に

区切り，その間の活動を調べる方法として，

パソコンのビデオ編集ソフトを用いて，5 秒

間隔でサンプリング化し，その間の活動をコ

ード化した． 

 このコード化にあたっては，観察者の言語

行動の記録を参考にして，行動カテゴリー表

を利用し，該当する行動カテゴリーを調べた． 

 親子の行動のカテゴリー化やその相互関係

からの行動分析の試行結果について，次に報

告する． 

 

２．ビデオ映像の分析と行動カテゴリー 

  

（１）ビデオ映像の編集 

親と子どもの活動のビデオ記録は，連続で

あるため，それを 5秒間隔でサンプリングし

て，その間の行動をコード化する必要がある．

このとき観察者による活動原簿との整合性が

必要とされる．このため，活動原簿を参考に

して，ビデオデータを編集機に入力（パソコ

ン）し，ビデオ編集機能で 5秒間隔のデータ

とする． 

行動カテゴリー表「動く紙おもちゃ作り」 
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パソコン 

編集機能 

(５秒間隔) 

Ｍ．Ｐ．Ｓ 

コード化 
観察者による活動原簿 

行動カテゴリー表 

Ｍ．Ｐ．Ｓ 

 

 

  
撮影状況・観察記録（活動原簿に記入） 

ビデオ画像 

 

 

（5 秒時点） 

 

（10 秒時点） 

 

 

（15 秒時点） 

 

行動カテゴリーの例（記号） 

A B C 

A    P3    S4 

B    P3    S4 

C   P5C   S5C 



沖縄（親子の様子：5 秒間隔） camera-4 
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活動原簿表 
 

2009 年 10 月 11 日 
教材              

NO.         
ｶﾗｶﾗ 

 
1 

 

  
グループ名   記録者   真喜志 悦子 

      
    分  秒 P（親） S(子） 行動記録メモ 

  5 19 分 05 秒 ◎ P1  S1 P が見本を S にみせる 

  10 19 分 10 秒 ◎ P1  S1 P が見本を S にみせながら説明 

  15 19 分 15 秒 ◎ P3  S4 P が見本を S にみせながら説明 

  20 19 分 20 秒 ◎ P3  S4 P が見本を S にみせながら説明 

  25 19 分 25 秒 ◎ P3  S4 P が見本を S にみせながら説明 

  30 19 分 30 秒 ◎ P3  S4 P が見本を S にみせながら説明 

  35 19 分 35 秒 ◎ P5a  S5b P が S にはさみを手渡す 

  40 19 分 40 秒 ○ P3 ○ S5a S が紙コップを手に取る 

  45 19 分 45 秒 ○ P8 ○ S8 P と S が見本の紙コップをみながら相談 

  50 19 分 50 秒 ○ P8 ○ S8 P と S が見本の紙コップをみながら相談 

  55 19 分 55 秒 ◎ P5a  S5a 
P が見本の紙コップをみて，S は別の紙コップ
をみている 

  60 20 分 00 秒 ◎ P5a  S5b P が竹ひごを手に取る 

  5 20 分 05 秒 ◎ P3  S4 
P が竹ひごと紙コップを手に，S に作り方を説
明 

  10 20 分 10 秒 ◎ P3  S4 
P が竹ひごと紙コップを手に，S に作り方を説
明 

  15 20 分 15 秒 ○ P5a ○ S5a 
P がセロハンテープを準備，S はひごと紙コッ

プを持つ 

  20 20 分 20 秒 ○ P5a ○ S5a 
P がセロハンテープを準備，S はひごと紙コッ

プを持つ 

  25 20 分 25 秒 ○ P5a ○ S5a 
P がセロハンテープを準備，S はひごと紙コッ
プを持つ 

  30 20 分 30 秒 ◎ P3  S5b P が見本をみせながら接着の仕方を S に説明 

  35 20 分 35 秒 ◎ P3  S5b P が見本をみせながら接着の仕方を S に説明 

  40 20 分 40 秒 ◎ P3  S5b P が見本をみせながら接着の仕方を S に説明 

  45 20 分 45 秒 ◎ P3  S5b P が見本をみせながら接着の仕方を S に説明 

  50 20 分 50 秒 ◎ P3  S5b P が見本をみせながら接着の仕方を S に説明 

  55 20 分 55 秒 ○ P3 ○ S5a P が説明，S が接着 

  60 21 分 00 秒 ○ P3 ○ S5a P が説明，S が接着 

  5 21 分 05 秒 ○ P3 ○ S5a P が説明，S が接着 

  10 21 分 10 秒 ○ P3 ○ S5a P が説明，S が接着 

  15 21 分 15 秒 ○ P3 ○ S5a P が説明，S が接着 

  20 21 分 20 秒 ○ P3 ○ S5a P が説明，S が接着 

  25 21 分 25 秒 ○ P3 ○ S5a P が説明，S が接着 

  30 21 分 30 秒  P5a ◎ S× S が接着 

  35 21 分 35 秒 ○ P3 ○ S5a P が説明，S が接着 

  40 21 分 40 秒 ○ P3 ○ S5a P が説明，S が接着 

  45 21 分 45 秒  P9 ◎ S5a S が接着 

  50 21 分 50 秒 ◎ P3  S4 P が次の手順を S に説明 

  55 21 分 55 秒 ◎ P3  S4 P が次の手順を S に説明 

  60 22 分 00 秒 ◎ P3  S4 P が次の手順を S に説明 

  5 22 分 05 秒 ◎ P3  S4 P が次の手順を S に説明 

  10 22 分 10 秒 ◎ P3  S4 P が次の手順を S に説明 

  15 22 分 15 秒 ◎ P3  S4 P が次の手順を S に説明 

  20 22 分 20 秒 ◎ P3  S4 P が次の手順を S に説明 

  25 22 分 25 秒 ◎ P3  S4 P が次の手順を S に説明 

  30 22 分 30 秒 ○ P3 ○ S5a 
P が次の手順を S に説明，S が次の手順へすす
む 

  35 22 分 35 秒 ○ P3 ○ S5a 
P が次の手順を S に説明，S が次の手順へすす
む 

  40 22 分 40 秒 ◎ P3  S5a P が次の手順を S に説明 

  45 22 分 45 秒 ◎ P3  S5a P が次の手順を S に説明 

  50 22 分 50 秒 ◎ P3  S5a P が次の手順を S に説明 

  55 22 分 55 秒 ◎ P3  S5a P が次の手順を S に説明 

  60 23 分 00 秒 ◎ P3  S5a P が次の手順を S に説明 



 

 

 

 

 

  5 23 分 05 秒 ○ P9 ○ S5a P が次の手順を S に説明，S が次の手順へすすむ 

  10 23 分 10 秒  P9 ◎ S5a S が次の手順へすすむ，P は見守る 

  15 23 分 15 秒 ○ P3 ○ S5a P が次の手順を S に説明，S が次の手順へすすむ 

  20 23 分 20 秒  P9 ◎ S5a S が次の手順へすすむ，P は見守る 

  25 23 分 25 秒  P9 ◎ S5a S が次の手順へすすむ，P は見守る 

  30 23 分 30 秒 ◎ P3  S4 P が次の手順を S に説明 

  35 23 分 35 秒 ○ P3 ○ S4 P が次の手順を S に説明，S が折り紙を手に取る 

  40 23 分 40 秒  P3  S4 P が見本をみながら次の手順を探る 

  45 23 分 45 秒  P9 ◎ S5a S がはさみを指差す 

  50 23 分 50 秒 ◎ P3  S4 P が見本をみせながら次の手順を説明 

  55 23 分 55 秒  P5a ◎ S5a S がはさみを手に取る 

  60 24 分 00 秒 ◎ P3  S4 P が見本をみせながら次の手順を説明 

  5 24 分 05 秒 ◎ P3  S4 P が見本をみせながら次の手順を説明 

  10 24 分 10 秒 ◎ P3  S4 P が見本をみせながら次の手順を説明 

  15 24 分 15 秒 ◎ P3  S4 P が見本をみせながら次の手順を説明 

  20 24 分 20 秒 ○ P3 ○ S5a P が次の手順を S に説明，S が折り紙を手に取る 

  25 24 分 25 秒 ○ P6 ○ S6 S が次の手順を確認，うなずく P 

  30 24 分 30 秒  P9 ◎ S5a S がはさみを手に取る 

  35 24 分 35 秒 ○ P3 ○ S5a P が切り方を説明，S が折り紙を手に取る 

  40 24 分 40 秒 ○ P3 ○ S5a P がおり方を説明，S が折り紙を手に取る 

  45 24 分 45 秒 ○ P3 ○ S5a P がおり方を説明，S が折り紙を手に取りおる 

  50 24 分 50 秒  P5a ◎ S5a S が折り紙をおる 

  55 24 分 55 秒  P5a ◎ S5a S が折り紙をおる（迷いながら） 

  60 25 分 00 秒 ◎ P3  S4 P が折り方を説明 

  5 25 分 05 秒 ◎ P3  S4 P が折り方を説明 

  10 25 分 10 秒 ○ P3 ○ S5b P が折り方を説明，S が折り紙を手に取りおる 

  15 25 分 15 秒 ◎ P11  S5b P が折り方を説明「ちがうでしょう」 

  20 25 分 20 秒  P5a ◎ S5b S「P に任す」と言って，折り紙を P へ渡す 

  25 25 分 25 秒 ◎ P3  S5b P が折り方を説明 

  30 25 分 30 秒 ○ P3 ○ S5b 
P が折り方を説明しながら，S と一緒に折り紙を

おる 

  35 25 分 35 秒 ◎ P3  S5b P が折り方を説明 

  40 25 分 40 秒  P3 ◎ S5b S が折り紙をおる 

  45 25 分 45 秒 ◎ P3  S5b P が折り方を説明 

  50 25 分 50 秒 ◎ P3  S5b P が折り方を説明 

  55 25 分 55 秒 ◎ P3  S5b P が折り方を説明 

  60 26 分 00 秒 ○ P3 ○ S5a P が折り方を説明しながら，S が折り紙をおる 

  5 26 分 05 秒 ◎ P3  S4 P が折り紙の切り方を説明 

  10 26 分 10 秒  P9 ◎ S5a S が折り紙を切る 

  15 26 分 15 秒  P9 ◎ S5a S が折り紙を切る 

  20 26 分 20 秒 ○ P3 ○ S5a P が切り方を説明しながら，S が折り紙を切る 

  25 26 分 25 秒 ◎ P3  S5b P が折り紙の切り方を説明 

 
30 26 分 30 秒  P9 ◎ S5a S が折り紙を切る 

 
35 26 分 35 秒  P9 ◎ S5a S が折り紙を切る 

 
40 26 分 40 秒 ◎ P3  S4 P が折り紙の切り方を説明 

 
45 26 分 45 秒 ◎ P3  S4 P が折り紙の切り方を説明 



４．行動のコード化データの集計利用 ～親と子の行動コードの出現頻度～ 

 

親と子どもの 1 グループについて親（P）と子ども（S）の各コードの出現頻度の集計を行っ

た．その結果，次のような出現頻度が得られた．（出現頻度 10％以上に○印をした．それぞ

れの親子で特徴が見られる．） 

①A 親子 
親 出現数 出現率（％） 

P1 45 14.6 

P2 3 1.0 

P3 23 7.5 

P4 3 1.0 

P5a 104 33.8 

P5b 0 0.0 

P5c 69 22.4 

P6 0 0.0 

P7 1 0.3 

P8 1 0.3 

P9 17 5.5 

P10 1 0.3 

P11 0 0.0 

P12 3 1.0 

P13a 33 10.7 

P13b 0 0.0 

P14 0 0.0 

P× 5 1.6 

   
子 出現数 出現率（％） 

S1 28 9.1 

S2 7 2.3 

S3 0 0.0 

S4 14 4.5 

S5a 15 4.9 

S5b 19 6.2 

S5c 63 20.5 

S6 0 0.0 

S7 0 0.0 

S8 0 0.0 

S9 72 23.4 

S10 1 0.3 

S11 0 0.0 

S12 2 0.6 

S13a 37 12.0 

S13b 0 0.0 

S14 0 0.0 

S× 50 16.2 

④D 親子 
親 出現数 出現率（％） 

P1 2 0.9 

P2 0 0.0 

P3 107 48.9 

P4 0 0.0 

P5a 30 13.7 

P5b 0 0.0 

P5c 14 6.4 

P6 3 1.4 

P7 17 7.8 

P8 2 0.9 

P9 41 18.7 

P10 0 0.0 

P11 1 0.5 

P12 0 0.0 

P13a 2 0.9 

P13b 0 0.0 

P14 0 0.0 

P× 0 0.0 

   
子 出現数 出現率（％） 

S1 2 0.9 

S2 0 0.0 

S3 0 0.0 

S4 62 28.3 

S5a 99 45.2 

S5b 26 11.9 

S5c 14 6.4 

S6 2 0.9 

S7 0 0.0 

S8 3 1.4 

S9 4 1.8 

S10 0 0.0 

S11 0 0.0 

S12 0 0.0 

S13a 1 0.5 

S13b 0 0.0 

S14 0 0.0 

S× 6 2.7 

②B 親子 

⑤E 親子 
親 出現数 出現率（％） 

P1 10 5.4 

P2 9 4.8 

P3 43 23.1 

P4 5 2.7 

P5a 17 9.1 

P5b 3 1.6 

P5c 26 14.0 

P6 1 0.5 

P7 30 16.1 

P8 1 0.5 

P9 30 16.1 

P10 3 1.6 

P11 3 1.6 

P12 0 0.0 

P13a 4 2.2 

P13b 1 0.5 

P14 0 0.0 

P× 0 0.0 

   
子 出現数 出現率（％） 

S1 9 4.8 

S2 1 0.5 

S3 0 0.0 

S4 21 11.3 

S5a 62 33.3 

S5b 41 22.0 

S5c 21 11.3 

S6 14 7.5 

S7 0 0.0 

S8 5 2.7 

S9 5 2.7 

S10 0 0.0 

S11 0 0.0 

S12 3 1.6 

S13a 1 0.5 

S13b 2 1.1 

S14 0 0.0 

S× 1 0.5 

③親子 C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親 出現数 出現率（％） 

P1 19 6.8 

P2 13 4.6 

P3 30 10.7 

P4 12 4.3 

P5a 19 6.8 

P5b 0 0.0 

P5c 120 42.9 

P6 5 1.8 

P7 13 4.6 

P8 4 1.4 

P9 6 2.1 

P10 1 0.4 

P11 0 0.0 

P12 2 0.7 

P13a 23 8.2 

P13b 0 0.0 

P14 0 0.0 

P× 13 4.6 

   
子 出現数 出現率（％） 

S1 2 0.7 

S2 6 2.1 

S3 2 0.7 

S4 36 12.9 

S5a 30 10.7 

S5b 1 0.4 

S5c 130 46.4 

S6 4 1.4 

S7 0 0.0 

S8 11 3.9 

S9 15 5.4 

S10 3 1.1 

S11 0 0.0 

S12 0 0.0 

S13a 13 4.6 

S13b 0 0.0 

S14 0 0.0 

S× 27 9.6 

親 出現数 出現率（％） 

P1 73 20.2 

P2 7 1.9 

P3 36 9.9 

P4 8 2.2 

P5a 37 10.2 

P5b 14 3.9 

P5c 30 8.3 

P6 26 7.2 

P7 36 9.9 

P8 0 0.0 

P9 73 20.2 

P10 0 0.0 

P11 2 0.6 

P12 0 0.0 

P13a 1 0.3 

P13b 2 0.6 

P14 0 0.0 

P× 17 4.7 

   
子 出現数 出現率（％） 

S1 26 7.2 

S2 7 1.9 

S3 7 1.9 

S4 24 6.6 

S5a 162 44.8 

S5b 29 8.0 

S5c 26 7.2 

S6 16 4.4 

S7 8 2.2 

S8 15 4.1 

S9 18 5.0 

S10 0 0.0 

S11 1 0.3 

S12 2 0.6 

S13a 6 1.7 

S13b 0 0.0 

S14 0 0.0 

S× 15 4.1 



出現頻度から見た行動 

 出現頻度から，親と子どもの行動は，次の

ような傾向が見られた． 

 

①親が主導的に作業を進める． 

例として，親が積極的に作業を進め，子ど

もが見ている（S9:20%）．ただ，共同作業

が親・子どもに 20%である．（A の組） 

②親と子どもが共同作業で「動く紙おもちゃ

作り」を進めている．（B の組） 

③子どもが積極的に作業を進め，（S5a:45%），

親が子どもを観察したり（20%），指導者の

提示を見て（20%），子どもに説明・指示を

している． 

④親が全時間の約 1/2（P3:49%）説明してい

て，子どもが積極的に作業を進めている

（S5a:45%）．（親子の共同活動は 6%） 

⑤子どもは親の説明を聞き（S4:11%），作業

を進め（S5a:33%，S5b:22%），親子の共同

作業が 11％と，活動に広がりがある．親は，

これをサポートするように説明（23%），子

どもの作業の指示（P7:16%），観察が

（P9:16%）である． 

 

 このように，行動カテゴリーの出現頻度か

ら見ると，5 組がそれぞれ特色をもった行動

をしている． 

 また，今回作成した行動カテゴリーでは，

親子の行動をこの程度まで判別できることが

判明した．特に，行動カテゴリーの作業コー

ドを，積極的，消極的，共同の 3 種類のサブ

コードに分けたことが，子どもの行動をより

理解しやすい情報の提供が可能になった． 

 

５．おわりに 

 

 「動く紙おもちゃ作り」の親子の活動の撮

影・記録データを論文「親子の共同作業の分

析のための行動カテゴリー試案の研究」を用

いて分析した．このとき，観察者が作成した

活動原簿に撮影した映像をみて，5 秒間隔で

親（P）と子（S）の行動を分類し，カテゴリ

ーに相当するコード化とその処理を佐藤等が

進めた６）． 

 

静止画は，5 秒間隔で出力し，1 分間（60

秒）で 12 枚の映像リストとして整理し，動

画の分析コード化の参考とした構成方法を確

立した．今後，この 5 秒間隔でよいのか，何

秒でよいのか検討し，指定した間隔（何分か

ら何分までを指示）で静止画が取り出させる

システムの構成が必要である． 

 また，佐藤等の行動コードのデータ処理の

研究はまだ今後の課題であるが，簡単な処理

でも，親子の活動の特色化を見出す可能性が

見られた． 

 今回，これまでの先行研究を基礎にした行

動カテゴリーの構成ができ，これをもとに行

動分析を行った．また，行動カテゴリー化に

は多くの課題があるが，今回の活動原簿表お

よびその集計から処理の可能性の基礎が構成

できた．今後さらに改善と授業等への適用に

ついて，検討する必要がある． 

 今回の研究には，沖縄女子短期大学の多様

な支援・協力をいただき，また，実践での岐

阜女子大学，水野政雄氏，とくに根間ヒデ子

氏には沖縄での親子や教師への案内，学生の

５ 秒 間 隔 で 静 止 画 

（ 分 析 用 ） 

５ 秒 間 隔 で コ ー ド 化 

（ 親 と 子 ど も の 行 動 ） 

活 動 の 映 像 記 録 

（ 親 子 の 活 動 を 撮 影 ） 

コードのデータ化と集計処理 

（親・子別の行動コード別、集計） 



共同研究実践に大変お世話になり，ここに厚

く感謝の意を表します． 
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